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（
質
問
の 

一
） 

答

弁

第

一

号 

   

衆
議
院
議
員
楢
崎
弥
之
助
君
提
出
核
拡
散
防
止
条
約
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
七
四
第
一
号 

昭
和
五
十
年
一
月
十
日 

衆

議

院

議

長 
前 
尾 

繁 

三 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

三 

木 

武 

夫 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
楢
崎
弥
之
助
君
提
出
核
拡
散
防
止
条
約
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

非
核
三
原
則
に
い
う
「
核
」
と
は
核
兵
器
を
指
し
、
核
兵
器
と
は
、
原
子
核
の
分
裂
又
は
核
融
合
反
応
よ
り
生

ず
る
放
射
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
破
壊
力
又
は
殺
傷
力
と
し
て
使
用
す
る
兵
器
を
い
う
と
考
え
る
。 

三
に
つ
い
て 

1 

政
府
と
し
て
は
、
従
来
の
方
針
ど
お
り
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
の
批
准
に
備
え
て
、
ま
ず
原
子
力
平
和
利

用
の
分
野
に
お
け
る
他
の
締
約
国
と
の
実
質
的
平
等
性
の
確
保
の
た
め
、
国
際
原
子
力
機
関
と
の
問
の
保
障

措
置
協
定
締
結
の
た
め
の
予
備
交
渉
を
進
め
る
べ
く
所
要
の
準
備
を
整
え
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
準
備
が
整
い
次
第
、
本
件
予
備
交
渉
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
交
渉
の
結
果
を
ふ
ま
え
、

一
般
世
論
の
大
勢
を
見
、
か
つ
関
係
方
面
の
了
解
を
得
た
う
え
で
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
本
条
約
の
批
准 



3 

政
府
は
、
我
が
国
の
安
全
保
障
の
確
保
の
た
め
に
は
、
今
後
と
も
米
国
と
の
安
全
保
障
体
制
を
堅
持
し
つ

つ
我
が
国
み
ず
か
ら
も
有
効
な
防
衛
力
を
保
持
し
て
侵
略
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
お
り
、

核
の
脅
威
に
対
し
て
は
米
国
の
核
抑
止
力
に
依
存
す
る
こ
と
と
し
、
我
が
国
が
核
兵
器
を
保
有
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。
従
つ
て
、
政
府
と
し
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
安
全
保
障
の
体
制
が
堅
持
さ
れ
る
限
り
、
核

兵
器
不
拡
散
条
約
の
締
約
国
に
な
る
か
否
か
が
我
が
国
の
安
全
保
障
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
は
考
え
て

い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
条
約
は
、
核
兵
器
国
の
増
加
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
核
戦
争
勃
発
の
危

険
を
少
な
く
し
、
国
際
関
係
の
安
定
度
を
高
め
、
軍
縮
の
推
進
な
い
し
平
和
の
確
保
を
よ
り
容
易
に
す
る
よ 

2 
我
が
国
が
核
兵
器
不
拡
散
条
約
の
締
約
国
と
な
つ
た
場
合
、
我
が
国
は
、
同
条
約
第
二
条
の
規
定
に
よ

り
、
核
兵
器
そ
の
他
の
核
爆
発
装
置
又
は
そ
の
管
理
を
受
領
し
な
い
こ
と
並
び
に
核
兵
器
そ
の
他
の
核
爆
発

装
置
を
製
造
せ
ず
又
は
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
取
得
し
な
い
こ
と
を
条
約
上
約
束
す
る
こ
と
に
な
る
。 

に
つ
い
て
の
国
会
の
承
認
を
求
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

四 

 



  

4 

イ
及
び
ロ 
我
が
国
に
お
い
て
は
、
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
は
、
原
子
力
基
本
法
に
基
づ
き
、
平

和
の
目
的
に
限
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
原
子
力
の
軍
事
利
用
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
存
知
し
て
い

な
い
が
、
平
和
目
的
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
に
係
る
我
が
国
に
お
け
る
年
間
生
成
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
量
、
核

物
質
保
有
量
等
は
、
参
考
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。 

う
な
国
際
関
係
を
つ
く
り
出
す
こ
と
を
主
眼
と
す
る
条
約
で
あ
る
の
で
、
我
が
国
が
こ
の
条
約
の
締
約
国
と

な
れ
ば
、
同
条
約
の
体
制
の
強
化
に
一
層
効
果
的
に
貢
献
し
、
我
が
国
の
安
全
保
障
上
特
に
重
要
な
国
際
関

係
の
安
定
化
を
一
層
推
進
し
得
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

参
考 (一 ) 

年
間
生
成
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
量 

五 

 



       
(四 ) 

我
が
国
の
ウ
ラ
ン
資
源
埋
蔵
量 

(三 ) 

原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
く
許
可
を
う
け
た
原
子
力
事
業
所
数 

(二 ) 

我
が
国
の
核
物
質
保
有
量
（
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
末
現
在
） 

（
注
）
原
爆
材
料
に
な
る
の
は
、
純
度
の
高
い
高
濃
縮
ウ
ラ
ン
及
び
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
で
あ
る
。 

六
一
一 

六 

 



右
答
弁
す
る
。 

 

（
注
）
八
三
酸
化
ウ
ラ
ン
と
は
、
ウ
ラ
ン
鉱
石
を
製
錬
し
た
形
態
で
あ
り
、
ウ
ラ
ン
資
源
量
を
表
わ
す
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

約
九
、
〇
〇
〇
ト
ン
（
八
三
酸
化
ウ
ラ
ン
換
算
） 

昭
和
四
十
九
年
三
月
末
現
在 

七 

 




